
2022 年度入試状況分析【国公立大】 
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京都府立大：前期は増加、後期は大幅増加                前期：+108人 後期：+226 人 

 
主な入試変更点 共通テスト：文(和食文化)<後>…国+歴公+数+理+外→国+歴公+数+(理・理基２)+外 ※理基２追加 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 
大学全体では、前期は前年度大幅減少の反動で 108 人(113)の増加、後期は２年連続減少の反動で 226 人(138)の大幅増加。

共通テストの平均点ダウンにより、前期は上位大学からの志望変更、後期は前期上位大学出願者の併願先として狙われた影響

が見られた。 

<前期日程> 
○文(110)は、前年度大幅減少の反動で増加。学科別では、４学科全てで増加。(和食文化)(122) は大幅増加、(日本・中国

文)(111)、(欧米言語文化)(108)は増加、(歴史)(104)はやや増加で、いずれも前年度大幅減少の反動。 

○公共政策(98)は、微減だが２年連続減少。学科別では、(福祉社会)(126)は前年度大幅減少の反動による大幅増加で、５年ぶ

りに増加。一方で、(公共政策)(83)は２年連続増加の反動で大幅減少。 

○生命環境(121)は、大幅増加。学科別では、６学科中４学科が増加。(生命分子化)(251)は前年度大幅減少の反動から約 2.5 倍

増、前年度の反動による増減が継続。(環境デザイン)(129)、(食保健)(122)は大幅増加で、いずれも２年連続増加。(森林科

学)(110)は前年度大幅減少の反動で増加。一方で、(環境・情報科学)(78)は２年連続増加の反動で大幅減少。(農学生命科

学)(92)は前年度大幅増加の反動で減少。 

<後期日程> 
○文(130)は、前年度大幅減少の反動で大幅増加。学科別では、４学科中３学科が増加。特に、新設４年目の(和食文化)(800)

は前年度大幅減少の反動で８倍増。志願者数は 80 人で新設後最多、志願倍率も 2.2 倍→17.6 倍に大幅アップ。(歴史)(123)

は前年度大幅減少の反動で大幅増加。(欧米言語文化)(109)は２年連続増加。一方で、(日本・中国文)(83)は２年連続大幅減

少。志願倍率は 20.0 倍→16.5 倍にダウン。 

○公共政策(128)は、２年連続大幅増加。学科別では、(福祉社会)(136)、(公共政策)(124)のいずれも２年連続大幅増加。 

○生命環境(184)は、前年度後期募集が廃止された(環境デザイン)を除くと、前年度の大幅増加に引き続き激増。学科別では、

３学科がいずれも増加。特に、(農学生命科学)(265)は激増で２年連続大幅増加。志願倍率は 5.7 倍→15.1 倍にアップ。(生

命分子化)(127)も２年連続大幅増加。(森林科学)(110)は増加で、前年度の反動による増減が継続。 
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※前年度の志願者数を100とする指数


